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リアビューカム 

～画像処理を用いた二輪車アクティブセーフティの検討～ 
人数 1名  

目的 

二輪車(以下,バイク)は、四輪車(以下,クルマ)より危険性が高いことは外装の有無という点から想像が可能であ

るが、警視庁交通局公表の『平成30年中の交通事故の発生状況』から具体的にどの程度の差があるのかを以下の

図1,図2で表した。図1は平成20年～平成30年のバイクとクルマの事故における死者・重傷者数割合を平均し

た。これより、バイク事故では重傷・死亡になる割合はクルマと比較し約5.5倍の差がある。また、図2からはバイ

ク・クルマの事故総数の減少に反比例してバイク事故による致死率の上昇が明確である。よって新たなアクティブ

セーフティ（後方周囲の情報を取得→車両の検知→運転者へ通知）が必要であると考えた。 
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図1 車両別死者・重傷者数割合                図2 死傷者数と致死率の推移                    

 

図3 アクティブセーフティ実現と検証の様子 

 

課題 

 １．検出する対象を車両のみに限定するため、画像処理アルゴリズムの修正が必要である。 

 ２．カメラの設置位置によって検出精度が安定しない可能性があり、設置位置を検討する必要がある。 

 

アクティブセーフティを実現する方法 

 バイク走行時において死角になりやすい後

方視野の支援を目的とした後方周囲情報を取

得、車両の検知、運転者へ通知をおこなうアク

ティブセーフティを図3に示す。 

開発・検証 

 システムは人工知能による深層学習システ

ムによって、バイク後方の車両検知をする機

能を開発した。検証は、バイク後部の単眼リア

ビューカメラを想定したスマートフォンによる

記録映像を使い、画像処理アルゴリズムを確

認した。(検証場所・経路：関東地方・国道１１４

号, 日時;２０１９年１１月１６日１４時頃 ,検証時

の動画

https://drive.google.com/file/d/15n

AJn00aLov9jbN3GsqYX3TzJl8zF3c

k/view?usp=sharing) 


